聖母マリアのカンティーガ（ 1 ） ─13世紀イベリアの信仰と芸術─ by 菊地 章太






































Las cantigas de Santa María, I,













































［ 2 ］サン・ロレンソ・デ・エル・エスコリアル王立図書館所蔵写本T.I. 1 番（写本T）
［ 3 ］サン・ロレンソ・デ・エル・エスコリアル王立図書館所蔵写本j.b. 2 番（写本E）
［ 4 ］フィレンツェ国立中央図書館所蔵写本旧Banco Rari 20番、現II.I.213番（写本F）
　 4 点の写本はすべて写真版が刊行されている。書誌は後に示したい。以下の記述はいずれも写真版
によって確認したものである。
　［ 1 ］トレド写本Toは1869年までトレド大聖堂に所蔵されていた。羊皮紙160葉から成り、 1 葉の
高さ315mm、幅217mmで、各葉 2 列27行で文字を記す。第 1 葉表［図 1 ］の第 1 列にカンティーガ
Aと通称される序詩が本篇に先立って置かれ、第 2 列から第 9 葉表までカンティーガ 1 番から100番
までの目録が置かれる。第 9 葉裏に中世の記譜法にもとづく五線譜の譜面が記され、カンティーガB
と通称される 2 番目の序詩が置かれる。第10葉表から本篇がはじまり、第134葉表の第 1 列までに100
篇のカンティーガを収める。
　つづいて聖母への祈願が記される。同じ第134葉表［図 2 ］の第 1 列の末尾に「これは［聖母の］
奇跡と讃美を表す百篇の歌に感謝するためドン・アルフォンソ王が聖マリアに立てた祈願である」
«Esta e la pitiçon que fez el Rey don Afonsso a Sāta maria por galardon destos cen cantares que 
ouue feitos dos seus miragres a loor dela» とある（ 1 ）。つづいて楽譜と祈願の文が記された後、第136
葉裏の第 1 列に「王は百篇の聖マリアの奇跡と讃美の歌を作った後、［聖母に］祈願を表すため、恩
恵により 1 年間の祝祭のための別の 5 篇のカンティーガを作った」«Pois que el Rey fez cen cātares 
de miragres e de loore de santa maria e ouve feita sa petiçon, teue por ben de fazer outras cīco 
cantigas das sas festas do ano» とある（ 2 ）。ここに言う聖母の祝祭に関する 5 篇の後、第144葉表の




られている（ 3 ）。ただし現存写本の書写年代は 4 写本のうちではもっとも遅く、14世紀初頭まで降る
とする意見もある（ 4 ）。
　［ 2 ］エル・エスコリアル写本Tは羊皮紙256葉から成り、高さ485mm、幅326mmで、各葉 2 列44
行で文字を記す。冒頭の目録頁が一部欠落したため、現在の第 1 葉表の第 1 列はカンティーガ第141
番の題辞からはじまる。目録は第 3 葉裏の第200番の題辞で終わる。第 4 葉表は上半分が空欄、その
下に第424番の詩句を記す。
　第 4 葉裏［図 3 ］は第 1 列の先頭に挿画が描かれている。三連の尖塔アーチの中央に王が座し、羊
皮紙を手にする。そこには«por / q̄ trobr / e cosa / en que / iaz en / tedimē/to porē / q̄no faz / ao 
daūr»と記されている。これは挿画の下に楽譜とともに記された序詩のカンティーガBの冒頭の一部
である。すなわち「詩を作るには分別を必要とするのだから、そのためそれに着手する者は分別がな
ければならない」«Porque trobar é cousa en que jaz entendimento, poren queno faz á-o d’aver»と
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　［ 3 ］エル・エスコリアル写本Eは羊皮紙361葉から成り、高さ402mm、幅274mmで、各葉 2 列40
行で文字を記す。第 1 葉裏から第 2 葉表にまたがって欄外上部に「聖マリアの 5 篇の祝祭の最初のカ
ンティーガのはじまり」«PROLOGO DAS CANTIGAS DAS CINCO FESTAS DE SC̄A MARIA 




団が見える。その下からカンティーガ第 1 番がはじまり、第361葉裏の第 1 列で402篇のカンティーガ
が終わる。
　第 1 列の下に斜体文字で以下の識語がある。「祝福された処女［マリア］よ、私を思い出してください。
ヨハネス・グンディサルヴィ」«Virgen bienauenturada sey de mi remēbrada John̄es gundisalui»と
ある。写字生の名か、写譜生か挿画の画家か、あるいは工房の長なのか不明である（ 7 ）。写本の成立
過程に関しては、次のフィレンツェ写本Fの項目でまとめて述べたい。
　カンティーガ 1 篇ごとに本文第 1 列の五線譜上に定量記譜法による楽譜が示してある。曲はモノ
ディア monodiaすなわち通奏低音をともなう単声歌であり、写本Eに記されたそれは中世ヨーロッパ
における最初期の重要な作品と評される（ 8 ）。ガリシアに伝わる12世紀の『聖ヤコブの書』Liber 
sancti Iacobiには多声音楽polyphoniaの最初期の楽譜が記載されており、いずれもイベリア音楽の先
進性を証している。




　［ 4 ］フィレンツェ写本Fは羊皮紙131葉から成り、高さ456mm、幅320mmで、各葉 2 列44行で文
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図 1 　トレド写本To第 1 葉表（Edición facsímile do códice de Toledo,‌2003）
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　この写本はかつてマドリードの法律家フアン・ルーカス・コルテス Juan Lucas Cortésのもとにあっ
た。1677年にディエゴ・オルティス・デ・スニーガ Diego Ortiz de Zúñigaが出版したセビーリャの
年代記に記載がある。アルフォンソ賢王が「その時代の詩にふさわしいガリシアの方言でつづった私
たちの貴婦人［聖母］の歌」«los cantares de las de nuestra Señora, que compuso en la poesía de 
aquellos tiempos, y en dialecto mas conforme al de Galicia»の写本が、遺言によって王の墓所がある
セビーリャ大聖堂に置かれ、フェリペ 2 世がエル・エスコリアル修道院に納めるまで大聖堂文書館に
所蔵されていたという。さらに「同じ古い写本が持ち出され、ドン・フアン・ルーカス・コルテスが
敬意をもって所有した」«［el cual］ he sacado de un exemplar de igual antiguedad, que posee con 















ティーガの書物を王のもとに置くと、王は癒えたのか［を語る］」«［C］omo el rey Don Affonso de 
Castela adoeçeu en Bitoria e ouv’ hūa door tan grande que coidaron que morresse ende, e poseron-











［ 1 ］バルマール侯爵校訂、スペイン王立アカデミー版（全 3 巻）1889〜1922年刊（19）
［ 2 ］ヴァルター・メットマン校訂、コインブラ大学版（全 4 巻）1959〜72年刊（20）
［ 3 ］ヴァルター・メットマン校訂、カスタリア社版（全 3 巻）1986〜89年刊（21）
［ 4 ］ラウラ・フェルナンデス他校訂、テスティモニオ社版（全 2 巻）2011年刊（22）
　［ 1 ］王立アカデミー版は第 1 〜 2 巻がエル・エスコリアル写本Eを底本とする校訂本文で、第 3
巻は『讃歌集』の音楽に関する研究である。1990〜91年に復刻版が出版された。［ 2 ］コインブラ大
学版は第 1 〜 3 巻が写本Eを底本とする校訂本文で、第 4 巻は語彙索引である。［ 3 ］カスタリア社
版は全 3 巻が写本Eを底本とする校訂本文で、コインブラ大学版を補訂している。第 1 巻に中世カス












































と利用できるようにするためだ」«trasladar de aráuigo en lenguaie castellano porque los omnes lo 





Libro de las cruzesのカスティーリャ語訳が完成する。ついで法制度の整備へ向けて、1255年頃『カ
スティーリャ王室典範』Fuero real de las leyes de Castillaが編纂され、さらに翌1256年から『七部法
典』Las siete partidasの編纂がはじまった。歴史の探究は、1260年以降『イスパニア総合年代記』
Crónica general de Españaが書き継がれ、1270年からはトレド翻訳集団の協力を得て『大世界史』
Grande e general estoriaの編纂も開始された。自然科学の分野では、1272年に『アルフォンソ天文表』
Libro de las tablas astronómicas alfonsíesが書かれ、1278年には天文学書を集成した『天文学の知識
の書』Libros del saber astronomíaが完成した。遊芸に関してもアラビア起源の事物への関心から『チェ
スとサイコロと遊戯盤の書』Libros del açedex, dados e tablasが書かれている。
　王にとって偉大な先駆者ともいえる君主が 3 世紀前のアル・アンダルス、現在のアンダルシアにい



















を作らせた」«e que ouo ell auctoridad e el nombre dend, por que las mando escriuir, mas que las 
escriuio Moysen；asi como dixiemos nos muchas uezes：el Rey faze un libro, non por quel el 
escriua con sus manos, mas porque compone las razones del, e las emienda, et yegua, e enderesça, 
e muestra la manera de como se deuen fazer, e desi escriue las qui el manda, pero dezimos por 










　『聖母マリア讃歌集』には本編に先立って 2 篇の序詩がある。最初の 1 篇はカンティーガAと通称
され、「ドン・アルフォンソ、カスティーリャの王」の詩句からはじまる。テクストと試訳を以下に
示したい（29）。
1 　Don Affonso de Castela, ドン・アルフォンソ、カスティーリャの王、
2 　de Toledo, de Leon トレドの王、レオンの王、
3 　Rey e ben des Conpostela そしてコンポステラの地から
4 　ta o reyno d’ Aragon, アラゴン王国までしろしめす王。
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5 　De Cordova, de Jahen, コルドバの王、ハエンの王、
6 　de Sevilla outrossi 同じくセビーリャの王、
7 　e de Murça, u gran ben そしてムルシアの王、いずれも神がめぐみを
8 　lle fez Deus, com’ aprendi, もたらした土地。私が知り得たのは、
9 　Do Algarve, que gāou 私たちの信仰を刻みつけるために、
10　de mouros e nossa ffe モーロ人から獲得したアルガルヴェの王、
11　meteu y, e ar pobrou 同じく王が征服し、統治した
12　Badallouz, que reyno é 王国バダホスの王。そこは
13　Muit’ antigu’, e que tolleu いにしえの王国。そして王が
14　a mouros Nevl’ e Xerez, モーロ人から奪還したネブラとへレスと
15　Beger, Medina prendeu ベヘルの王、また別のとき獲得した
16　e Alcala d’outra vez, メディナとアルカラの王。
17　E que dos Romāos rey それはローマ人の王として
18　é per dereit’ e Sennor 正当に獲得したところ。
19　este livro, com’ achei, この書物が、よきものとして
20　fez a onrr’ e a loor たっとび、そして讃美するのは
21　Da Virgen Santa Maria, 処女なる聖マリア、
22　que éste Madre de Deus, 神の母である御方。
23　en que ele muito fia. 王は大いに信頼した、
24　Poren dos miragres seus 数々の奇跡のゆえに。
25　Fezo cantares e sōes, ［王は］歌と旋律を作った。
26　saborosos de cantar, 歌うにこころよいそれを。
27　todos de sennas razōes, それぞれの題材のすべてを






オンの王、アンダルシアの王」«el muy noble e muy alto, el dezeno don Alfonso, rey de Castiella, 










　 9 〜10行目に「私たちの信仰を刻みつけるために、モーロ人から獲得したアルガルヴェの王」«Do 





進展し、1147年にはリスボン攻略に成功した。第 5 代アフォンソ 3 世は1249年にアルガルヴェ最南端
の都市ファロFaloを陥落させ、イベリア西部のレコンキスタを終結させる。その後カスティーリャ・
レオン王国がこの地域の領有権を主張した。アルフォンソ10世は1262年にグアディアナ川の東に位置
する旧都ニエブラ Niebra を攻略する。14行目に「［王が］モーロ人から奪還したネブラ」«que 






ウォール伯リチャードRichard, Earl of Cornwallも同時に選出されている。1272年にリチャードが亡




　25行目に「［王は］歌と旋律を作った」«Fezo cantares e sōes» とある。エル・エスコリアル写本T




　カンティーガAでは各詩節いずれも 4 行のなかで脚韻が交互にくりかえされる。第 1 詩節は 1 行目







1 　Esta é o Prologo das Cantigas de Santa Maria,
2 　ementando as cousas que á mester eno trobar.
　　これは聖マリアのカンティーガ集の序詩であり、
　　詩を作る仕事にとって必要なことを書き記した。
3 　Porque trobar é cousa en que jaz 詩を作るには分別を必要とするのだから、
4 　entendimento, poren queno faz そのためそれに着手する者は分別と
5 　á-o d’ aver e de razon assaz, ゆたかな知性がなければならない。
6 　per que entenda e sábia dizer それだから理解して語ることができるのは、
7 　o que entend’ e de dizer lle praz, 理解し得たことと、そして語るのを望むこと。
8 　ca ben trobar assi s’ á de ffazer. よい詩を作るのはそうして実現するのだから。
9 　E macar eu estas duas non ey たとえこのふたつを備えることができずとも、
10　com’ eu querria, pero provarei それでもなお、めざすところまで進んで、
11　a mostrar ende un pouco que sei, 知ることができたわずかなことでも示したい。
12　confiand’ en Deus, ond’ o saber ven, 知恵をもたらしてくれる神を信頼し、
13　ca per ele tenno que poderei 神の恵みによって、示せるのではないか。
14　mostrar do que quero algũa ren. 私が探し求めることのいくつかを。
15　E o que quero é dizer loor そして私が求めているのは讃えること。
16　da Virgen, Madre de nostro Sennor, 私たちの主の母である処女
17　Santa Maria, que ést’ a mellor 聖マリアを。それは主の造りたもうた
18　cousa que el fez；e por aquest’ eu 最高の御方。その御方のために私は
19　quero seer oy mais seu trobador, 今からのち、その詩
トロバドール
人になりたい。
20　e rogo-lle que me queira por seu 願いは私を認めてくださること。その御方の
21　Trobador e que queira meu trobar 詩人として。そして私の詩作を受け取って
22　reçeber, ca per el quer’ eu mostrar くださること。それを通じて私は示したい、
23　dos miragres que ela fez；e ar その御方がなされた奇跡を。そのうえで、　
24　querrei-me leixar de trobar des i これからは、ほかの婦人のために詩を作ることをやめ、
25　por outra dona, e cuid’ a cobrar それによって、ほかの婦人方［の愛］を失っても、
26　per esta quant’ enas outras perdi. すべてを取り戻せると信じている。
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27　Ca o amor desta Sen［n］or é tal, なぜならこの貴婦人への愛は、それを抱く者が
28　que queno á sempre per i mais val； ますます価値あるものになるのがつねだから。
29　e poi-lo gaannad’ á, non lle fal, いったんそれを得たなら失うことはない。
30　senon se é per sa grand’ ocajon, 善を捨て悪を行なうなどという
31　querendo leixar ben e fazer mal, そのような大きな過ちをのぞくなら、
32　ca per esto o perde e per al non. それを失う理由などほかにない。
33　Poren dela non me quer’ eu partir, それだから私はこの御方から離れない。
34　ca sei de pran que, se a ben servir, 私は信じている。心をこめてお仕えするならば、
35　que non poderei en seu ben falir ご加護を失うことは決してないと。
36　de o aver, ca nunca y faliu 誰もそれを失ったことなどないのだから。
37　quen llo soube con merçee pedir, 敬虔にご加護を求めた者ならば。
38　ca tal rogo sempr’ ela ben oyu. そうした願いをいつも聞いてくださるのだから。
39　Onde lle rogo, se ela quiser, ここに祈ろう。もしもこの御方が望まれ、
40　que lle praza do que dela disser 私の歌で語り得たことがお気に召したなら、
41　en meus cantares e, se ll’aprouguer, もしもそれがよろこびとなるのであれば、
42　que me dé gualardon com’ ela dá 愛する者たちに褒美をあたえるように、
43　aos que ama；e queno souber, 私に報いてくださるよう祈ろう。それを知る者は





















図 3 　エル・エスコリアル写本T第 4 葉裏（Edición facsímil del códice T.I.1,‌1979）
70
ライフデザイン学研究　第14号　（2018）





　カンティーガ第 1 番（ 3 〜 4 行）に「今より私は詩を作りたい。ほまれ高い婦人のために」«Des 
oge mais quer’ eu trobar pola Sennor onrrada»とある（35）。ここでも「詩を作る」と訳したが、「ほま
れ高い婦人」すなわち聖母のために「歌を作る」と訳してもなんらさしつかえない。第260番（ 5 〜
6 行）に「もしあなたが詩を作ることができるなら、それによってあなたは神を知るだろう」«Se 
vos trobar sabedes, a por que Deus avedes» とある（36）。「神を知る」aver Deus（「神を［心に］抱く」
とも訳せる）には、詩を作るのも歌を作るのも道筋として可能だろう。第295番（19〜20行）に「そ
れから［聖母像を］祭壇の上に置いた。さらにその御方のために詩を作った」«e ben assi as fazia 




















これには先例がある。カスティーリャ語で『聖母の奇跡集』Milagros de Nuestra Señoraを書いた修
道士ゴンサロ・デ・ベルセオ Gonzalo de Bercepは「聖ドミンゴの遍歴芸人」ioglar ［juglar］ de 
Santo Domingoを名乗った。没年は1264年頃とされる。これに遅れて、イタリア語でラウダリオ 
laudario すなわち聖歌集を編纂したフランシスコ会の修道士ヤコポーネ・ダ・トーディ Jacopone da 
Todiは「神の遍歴芸人」giullari di Dioを名乗った（39）。没年は1306年である。いずれも俗語を用いて
神を讃え聖母を讃えた人々である。
　カンティーガBの韻律形式は最初の序詩とは異なっている。第 1 詩節では、 1 行目から 3 行目まで











1 　Esta é de loor de Santa Maria, com’ é fremosa e bōa e á gran poder.
1 　これは聖マリアがどれほど美しく心優しく力ある方かを讃美する歌。
2 　Rosa das rosas e Fror das frores, 薔薇のなかの薔薇、花のなかの花、
3 　Dona das donas, Sennor das sennores. 婦人のなかの婦人、貴婦人のなかの貴婦人。
4 　Rosa de beldad’ e de parecer うるわしく形よい薔薇、
5 　e Fror d’alegría e de prazer, よろこばしく心地よい薔薇、
6 　Dona en mui piadosa seer, いつくしみにあふれた婦人、
7 　Sennor en toller coitas e doores. 苦しみも痛みも取り除いてくださる貴婦人。
8 　Rosa das rosas e Fror das frores... 薔薇のなかの薔薇、花のなかの花……
9 　Atal Sennor dev’ ome muit’ amar, そうした貴婦人を心から愛することが大切。
10　que de todo mal o pode guardar； どんな悪からも人々を守ってくださり、
11　e pode-ll’ os pecados perdōar, 罪をゆるしてくださるのだから。
12　que faz no mundo per maos sabores. 悪い誘惑にはまってこの世で犯した罪を。
13　Rosa das rosas e Fror das frores... 薔薇のなかの薔薇、花のなかの花……
14　Devemo-la muit’ amar e servir, 私たちはこの御方を慕って仕えることが大切。
15　ca punna de nos guardar de falir； 罪を犯さぬよう努めて私たちを見守り、
16　des i dos erros nos faz repentir, 過ちを悔やむようにしてくださるのだから。





18　Rosa das rosas e Fror das frores... 薔薇のなかの薔薇、花のなかの花……
19　Esta dona que tenno por Sennor この婦人をわが貴婦人とさだめ、
20　e de que quero seer trobador, その詩
トロバドール
人に私はなりたい。
21　se eu per ren poss’ aver seu amor, 何があろうとその愛を得られるなら、
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22　dou ao demo os outros amores. ほかの愛など悪魔にわたしてしまおう。
23　Rosa das rosas e Fror das frores... 薔薇のなかの薔薇、花のなかの花……










人に私はなりたい」«Esta dona que tenno por Sennor e de 




















«［E］sta estoria es de cómo la muy santa e muy alta e muy noble, mucho onrrada e más 
bienaventurada que otra criatura, Virgen gloriosa, sabia, Santa María, reyna del ciel e de la tierra, 
es nuestra Señora e nuestra abogada e medianera entre Dios e nós, fue e es, e sienpre será 
conplida de fermosura, e de beldat e de sçiençia, e de piedat e misericordia e todas las otras 
74
ライフデザイン学研究　第14号　（2018）
virtudes e bienes aver e alcançar e que es, rosa de las rosas e flor de las flores, e dueña de las 
dueñas e señora de las señoras, e que es rosa de beldat e de parescer, e fror de alegría e de prazer, 
e dueña muy piadosa en nos toller nuestras cuytas e nuestros dolores. Que esta tal señora que 
devemos mucho amar, porque de todo mal nos puede guardar, nuestros pecados nos faz perdonar, 
que nós fazemos por malos sabores, e que la debemos siempre servir, porque puña de nos guarir e 
de los yerros nos faz repentir que nós fazemos como pecadores, e que debemos sienpre trabajar 


















«es valiosa e muy celestial e non valen nada los otros amores»とあるのは、原詩（22行）に「ほか
の愛など悪魔にわたしてしまおう」«dou ao demo os outros amores»とあるのに対応するが、言葉の
穏やかさにおいて原詩に勝り、思いの強さにおいて原詩に劣るのではないか。
　この異本と並んで、カンティーガの内容を視覚的に敷衍したのが同じエル・エスコリアル写本に附
された第10番の挿画である。ほかの挿画と同様に写本の 1 葉全部を使い、 6 場面が展開する［図 4 ］。
ここでは 1 段目の向かって左を第 1 場面とし、右を第 2 場面、 2 段目の左を第 3 場面として同様に進
み、 3 段目の右を最終の第 6 場面と呼ぶことにしたい。
　第 1 場面には半円アーチの下で赤い薔薇に囲まれて座る聖母が描かれている。上段の文字は「どの
ように聖マリアは薔薇のなかの薔薇であるか」«Como santa maria ē rosa das rosas»とある。第 2 場
面には色とりどりの花に囲まれた聖母が描かれている。上段の文字は「どのように聖マリアは花のな







人のなかの婦人であるか」«Como santa maria ē dona das donas»とある。第 4 場面も同様の表現だが、
左右の女性たちは冠を被っている。貴婦人であることを示すためか。上段の文字は「どのように聖マ
リアは貴婦人のなかの貴婦人であるか」«Como santa maria ē sennor das sen̄ores»とある。
　第 5 場面には三分割された尖塔アーチの中央に聖母が立ち、両脇の人々に手を延べるさまが描かれ
ている。左右のアーチの下では背後に天使が立ち、その前に信者が祈り、あるいは聖母の手にすがり











コワンシーGautier de Coinciの『聖母の奇跡』Les miracles de Nostre Dameに見られる。
　ゴーティエは1218年頃から古フランス語による『聖母の奇跡』を書きはじめ、1236年に北フランス





聖霊がそこに宿り、そこに安らう」«Ele est la flors, ele est la rose en cui habite, en cui repose et 
jor et nuit Sains Esperis»と歌っている（45）。ついで「敬虔な歌」Chansons pieusesの第 8 番は次のよ
うに歌う（46）。
　Quant ces floretes florir voi この小さな花々が咲くのを見て、
　et chanter oi ces chanteürs, 今日、歌人たちは歌う。
　pour la flor chant qui a en soi その花のなかに宿る
　toutes biautés, toutes valeurs. あらゆる美しさと、あらゆる尊さを。
　ele est et mere et fille a roi, 母であり、そして王［である神］の娘。






«Fleurs d’aiglentier, fleurs de lis, fresche rose, Fleurs de tous biens, fleurs de toutes fleurs, dame» 
と歌った（47）。
　カンティーガ第10番の「貴婦人のなかの貴婦人」という表現は、第260番でもくりかえされる。題
辞に「これは聖母マリアを賞讃する歌」«Esta é de loor de Santa Maria»とある。以下にテクストと
試訳を示したい（48）。
　Dized’, ai trobadores, 私に告げなさい。トロバドールよ。
　a Sennor das sennores, 貴婦人のなかの貴婦人のことを。
　porqué a non loades. なぜあなたは讃えないのか。
　Se vos trobar sabedes, もしあなたが詩を作ることができるなら、
　a por que Deus avedes. それによってあなたは神を知るだろう。
　porqué a non loades. なぜあなたは讃えないのか。
　A Sennor que dá vida 命をさずける貴婦人を、
　e é de ben comprida. 恩恵で満たしてくれるその方を。
　porqué a non loades. なぜあなたは讃えないのか。
　A que nunca nos mente 私たちを惑わすことのないその方を、
　e nossa coita sente. 私たちの苦しみを感じてくださるその方を。
　porque a non loades. なぜあなたは讃えないのか。
　A que é mais que bõa どんなよいものにも優るその方を、
　e por que Deus perdōa. その方によって神が赦してくださるだろう。
　porque a non loades. なぜあなたは讃えないのか。
　聖母の力で「神が赦してくださる」という最後の詩節はきわめて重要である。罪の赦しと魂の救い
を神にとりなす。これが長い中世を通じてつちかわれた聖母マリアの信仰のありようだった。トレド
大聖堂の聖職者ディエゴ・ガルシア・デ・カンポス Diego García de Camposはアルフォンソ10世の
曾祖父 8 世王の宮廷に仕えた人で、1218年にキリスト教神秘主義の著作『惑星』Planetaをラテン語
で著した。そのなかでマリアを「御子［キリスト］を通じて神と人との仲立ちとなる聖なる処女」
«beate Virginis que mediante filio est Dei et hominum mediatrix»と記している（49）。
　聖母を花のなかの花と讃美する詩句の伝統は、カスティーリャ語の詩の世界にも生きつづけた。イー
タの主任司祭 Arciprestre de Hitaと呼ばれるフアン・ルイス Juan Ruizが1330年に著した『よき愛の
書』Libro de buen amorは、神聖と卑俗、正統と異端が混在する作品だが、「聖マリアの讃美の歌」
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Cántica de loores de Santa Maríaのひとつは、アルフォンソ10世のカンティーガの世界から流れ出た
ものだろう（50）。
　Quiero seguir a ty, flor de las flores, 私はあなたに仕えたい。花のなかの花。
　sienpre desir cantar de tus loores； いつもあなたの讃美の歌を歌いたい。
　non me partir de te servir いつまでも変わらずあなたに仕えよう。

















の構造をたどってみたい。校訂者のエミリオ・ガルシア・ゴメス Emilio García Gómezが絶賛した一




 ad-dunyā qūl 誰より粋なあなた、私に話してください。
　‘alāš ett, yā-bnī, malūl. どうしてそんなに気まぐれなのでしょう。
　In anā ‘indak wağīh, 私にした約束を大事にしているなら、
　tatmağag min tawaffīh, いっしょに暮らしましょう。







レインで、マルカス markazと呼ばれる。「支え」を意味する（54）。 2 行とも末尾は同じ韻を踏む。こ




















く「讃美の歌」のひとつで、題辞に「これは聖マリアを讃える歌」«Esta é de loor de Santa Maria»
とある（56）。
　Santa Maria loei 私は聖マリアを［かつて］讃え、
　e loo e loarei ［今も］讃え、そして［これからも］讃えよう。
　Ca, ontr’ os que oge nados この世で大きな名誉をさずけられた
　son d’ omees muit’ onrrados, 人々のすべてのうちでも、
　a mi á ela mostrados 彼女はさらなる祝福を私に示されたのだから、
　mais bēes, que contarei. そのことを私は今、語ろう。
　Santa Maria loei... 私は聖マリアを［かつて］讃え……
　これもセヘルの基本形式にたがわない。アラビア語のマルカスに該当する冒頭 2 行のリフレインを
カスティーリャ語でエストリビージョ estribilloと呼ぶ（57）。末尾の韻は-eiである。つづく 4 行の詩節
のうち、 3 行目までのアグサーンをここではムダンサ mudanzaと呼ぶ。韻は-osである。 4 行目の折
返し句、すなわちシムトに該当するのはブエルタ vueltaで、韻は-eiである。そのあと同じ韻のエス











　Coindeta sui, si cum n’ai greu cossire, 楽しいはずがため息ばかり出てしまう。
　per mon marit, quar nel voil nel desire. 夫は私の求めているような人ではない。
　Qu’en beus dirai per que son aissi drusa, あなたが望むなら語って聞かせましょう。
　quar pauca son, joveneta e tosa 私は心優しく若くて薔薇のように清らか。
　e degr’ aver marit dont fos joyasa, なのに気の毒。せめて陰気でない夫が欲しい｡
　ab cui toz temps pogues jogar e rire. いつでも楽しくほほえんでいる人を。
　Coindeta sui, si cum n’ai greu cossire... 楽しいはずがため息ばかり出てしまう。…
　このバラードが歌われるときは、エストリビージョに該当するフランス語のルフラン refrainの 2
行をソリストが歌い、次にコーラスが同じくルフランの 2 行を歌う。 3 行目をソリストが歌い、ルフ
ランの 1 行目をコーラスが歌う。 4 行目をソリストが歌い、ルフランの 1 行目をコーラスが歌う。 5





-esである。第 2 詩節のムダンサの韻は-ar、第 3 詩節は-ir、第 4 詩節は-orである。これが第10番の韻
律形式であり、まさしくセヘルの典型的な事例である。これを記号化して示せば、aa bbba aa ccca 
aa ddda aa eeea aaとなろう。この基本形式が『讃歌集』のカンティーガの大部分を占めている（61）。




せばaaab bbbc cccdまたはその変化形aabaab bbcbbc ccdccdとなる。同じくフランス起源のロンド 



















































ドゥールにならうというその精神は、アルフォンソ10世の家系につらなるディニス Dinis 1 世の詩に
もうかがえる。ディニスは第 5 代ポルトガル王アフォンソ 3 世と王妃ベアトリスの長男で、王妃はア
ルフォンソ10世の庶子である。以下の詩はガリシア＝ポルトガル語の抒情詩を集成した『カンシオネ
イロ』Cancioneiroに収められている（70）。
　Quer’ eu en maneyra de proençal 私はプロヴァンスの手法にならって今ここに
　fazer agora um cantar d’ amor, 愛の歌を作りたい。そしてわが貴婦人を
　e querrey muyt’ i loar mha senhor, たっとい御方として大いに讃えたい。
　a quen prez, nen fremusura non fal, その美しさは何も欠けるところがない。
　nen bondade, e mays vos direy en その優しさも。その上さらに語りたい。
　tanto a fez deus conprida de ben 神はよいもので彼女を満たしたことを。

























ルナン・ロドリゲス・デ・カリェイロス Fernão Rodrigues de Calheirosは13世紀初頭に活動した人
とされる。カンティーガ「愛する人が私に告げた」«Disse-m’ a mi meu amigo»は歌う（73）。
　Que nom lh’ estevess’ eu triste 私が悲しんだりしないようにと［あの人は告げた］。
　cedo se tornaria すぐに戻ってくるのだからと。
　e pesa-mi do que tarda, それからずいぶん経つことが心にのしかかる。
　sabe-o santa Maria； 聖マリアはそのことを知っておられる。
　e soo maravilhada 私はただ歎くばかり。




サンシェス Sancho Sanchez のカンティーガ「女友だちよ、私の愛する人はきっと」Amiga, ben sei 
do meu amigoは歌う（74）。
　A min pesou muito quando s’ ia あの人の旅立ちが私の心を苦しめた。
　e comesei-lhi enton a preguntar： あのとき、すがりつくように彼に尋ねた。
　Cuidades muit’, amig’, alá morar. 愛する人、むこうに長くいるつもりなのかと。
　E jurou-mi par Santa Maria 聖マリアの名にかけてあの人は私に誓った。
　que se veese logo a seu grado, ほほえんですぐに戻ってくるからと。

















ガ「今日、心躍らせて望むのは」«Hyr quer’ oj’ eu, fremosa de coraçom»は歌う（78）。
　Hyr quer’ oj’ eu, fremosa de coraçom, 今日、心躍らせて望むのは
　por fazer romaria e oraçom 巡礼に旅立ち、そして祈ること。
　a sancta Maria das Leiras, レイラの聖マリア［の聖地］にて。
　poys meu amigo hy vem. 愛する人もそこに行くのだから。
　ここに歌われた聖地サンタ・マリア・ダス・レイラス Santa Maria das Leirasはポルトガル北部の
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　El rey Alfonso X de Castilla y León constituye un conjunto de canciones por alabanza a Nuestra 
Señora, llamado las Cantigas de Santa María. Se trata de una coleción de cuatrocientas veinte 
composiciones escritas en gallegoportugués, lengua literaria adecuada para este tipo de poesía lírica 
de trovador medieval. Hay unos códices conservados procedente de la propio escritorio del 
monarca, anotados en natación mensural, un sistema musical precisa para la época. Además, se 
aparece rodeado en algunas de las ilusraciones de los manuscritos ricos de las cantigas. Todos 
estos son legados valiosos de la fe y de las artes ibéricas del siglo XIII. En la corte alfonsí que se 
reunieron poetas, compositores y intérpretes de distintas culturas contiendo cristianos, muslmanos 
y judios, formaron parte de la agrupación amante de la ciencia y las varias artes.
　Leyendo algunas cantigas escogidas para esto estudio, investigaremos las cinco asuntos 
siguientes： en el primero capítulo, aclarar un propósito principal de las cantigas, respecto al 
problema sobre el origen de la lírica europea；en el segundo capítulo, tratarse las canciones que 
cuentan milagros sucedidos con la intervención de Santa María, haciendo una comparación con las 
obras coetáneas de la lengua vulgar；en el tercero capítulo, tener como objectivo los versos y las 
miniaturas del códice en relación con algunos lugares sagrados de la Nuestra Señora y sus romeros 
de entonces；en el cuarto capítulo, seguir la vida del rey llena de altibajos a través de 
composiciones autobiográficas；en el quinto capítulo, remontrarse desde el ángulo de la teología 
católica la fuente del culto popular sobre la Inmaculada Concepción de la Virgen, creído después 
con entusiasmo en las tierras española y portuguesa.
palabras clave： santa María, cantiga, gallegoportugués, música y artes ibéricas medievales, 
teología católica
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